
 平成27年度当初予算　予算要求シート
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【目的】

【内容】

【経過（～26年度）】 【27年度】 【今後予定（28年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 3 -

3-1
局・課名

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 26年度予算 27年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： その他一般

平成27年度要求額平成25年度決算額

事業名
保育運営課一般管理

（保育士等研修委託事業）

： 子ども青少年局　保育運営課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
子育て

平成27年度から「新制度」が開始さ
れるため、民間の研修事業者のノ
ウハウを生かし、実践的で且つ系
統的に研修体制を構築する。

「新制度」開始後の課題等を
検証し、今後の研修計画につ
なげていく。

平成26年度予算額

6,000 6,000

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

6,000

事業

概要

平成27年度から施行される子ども子育て支援新制度により、質の高
い幼児教育の一層の促進等が求められる。保育の実施責任を負う
本市が、市内保育施設に対し系統化した研修を提供することにより、
保育士等の専門的知識や技術の向上を図り、全市的な保育サービ
スの充実につなげる。

・初級講座（経験年数5年未満の保育士）
・中級講座（経験年数5年以上の保育士）
・リーダー講座（主任又は経験年数10年以上の保育士）
・施設長講座（施設の管理者）
【課題別コース】
・タイムリー講座：保育に関する最新情報への理解を深めることで、保育職員
の知識とともに保育の質の向上をはかる。
・健康安全講座：子どもの健康状態並びに発育の状況の把握や対応方法を学
び、利用する子どもの健康及び安全を守る。
・実技講座：多様な保育実践事例を通して保育実践力を高め、保育の質及び
保育所職員の質の向上をはかる。
・基礎講座：0～6歳の発達の連続性を学び、小学校につなげていくことを目的
とする。

平成27年度より本格実施される子ども・子育て支援新制度においては質の高
い幼児教育と保育を提供することが求められる。そのため本市として研修の
拡充は必要となり、新制度の対象となる全施設に実践的で且つ系統的に研修
体制を構築をすすめる。平成27年度では子どもの健康及び安全のための「健
康安全講座」や就学前の子どもの発達を理解し、小学校に接続を目的とした
「基礎講座」の講座の充実をすすめていく。そのためにプロポーザル方式で優
れた研修事業者と契約を行い、そのノウハウを活用し、研修内容の充実をは
かる。

6,000

債務負担行為

研修業務委託料

064014整理番号

合計 6,000 6,000

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

平成26年度より質の高い幼児教
育・保育を促進及び専門的知識と
技術の向上を目的として研修事
業の委託を行う。
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